殺菌ってどういうこと？
＊　大変に大雑把ですが、左ウイルス、右細菌の模型です
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真ん中にあるのが
遺伝子を含む核。

ウイルスはいちばん外に
感染相手にくっつくための
たんぱく（糖タンパクなど）の
服を着ているものが多い。
感染するときは、
いったん相手の細胞内で分解し、相手の遺伝子に自分の遺伝子をくっつけて、
増殖します。

細菌はウイルスに比べて大型で、感染のしかたもウイルスとは異なります。

細菌は相手の身体の中に侵入して増え、発病させます。
ウイルスと違って自分の形を変えることはありません。

＊　殺菌とは、微生物のじゃまをすること

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　③
　　

　　

細菌の場合「①まるごと固める」「②膜を変える」「③壊してしまう（溶かす）」の
三つの方法があります。
	薬剤・方法名
	まるごと固める
	膜を変える
	壊してしまう

	熱
	○１２０℃以上
	○８０℃以上
	

	塩素・ヨウ素（酸化作用）

ハイター・ピューラックス
	
	
	○

	アルデヒド系（蛋白凝固）

グルタラール
	
	○
	○

	エタノール系（蛋白凝固）
	
	○
	○

	フェノール系（蛋白凝固）
	○高濃度
	○
	○低濃度

	逆性石鹸（溶菌）
	
	
	○

	両面界面活性剤（溶菌）
	
	
	○

	ビグアナイド系（溶菌）

ヒビデン
	
	○
	○


②　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　③
　ウイルスの場合も「①まるごと固める」「②膜を変える」「③壊してしまう（溶かす）」の三つの方法があります。
　

	薬剤・方法名
	脂質を含む中間サイズのウイルス

エンベロープをもつ

インフルエンザウイルス

ヘルペスウイルス
	脂質を含まない小型サイズのウイルス
エンベロープをもたない

アデノウィルス

コクサッキーウイルス

ロタウイルス

ノロウイルス

	熱
	○：効く
	○：効く

	塩素・ヨウ素（酸化作用）

ハイター・ピューラックス

ポピドンヨード
	○：効く
	○：効く

	アルデヒド系（蛋白凝固）

グルタラール・ホルマリン
	○：効く
	○：効く


	エタノール系（蛋白凝固）
	○：効く
	×：無効

	フェノール系（蛋白凝固）

フェノール・クレゾール石鹸液
	△：効果がないこともある
	×：無効

	逆性石鹸（溶菌）

塩化ベンザルコニウム

塩化ベンゼトニウム
	· ：効く（ウエルパス：配合剤）
△：効果がないこともある
	×：無効

	両面界面活性剤（溶菌）
	×：無効
	×：無効

	ビグアナイド系（溶菌）

ヒビデン
	△：効果がないこともある
	×：無効


ウイルスもたんぱく質でできていますので、作用のしかたは細菌に準じますが、細菌と違って構造が簡単なため、効かない薬剤もあります。効かないどうし組み合わせても、効果がでてくるとは限りません。容器の表示はよく見てください。

ウイルスの場合、「ネコカリシウイルス」で実験しているものは要注意です。

ご不明の場合は保健所までお問い合わせください。






























































































































































































































































































